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対象とした。Nk1受容体拮抗薬（NK1RA） + 5HT3 + Dex、NK1RA + PAL + Dexのレジ
メンは対照治療5HT3+Dexと比較し有意に高いCR率を示した（OR 1.75, 95%信用区間 
[1.56-1.97]; OR 2.25, [1.66-3.03]）。NEPAはOLZを含まない全てのレジメンに優越性を
示した（5HT3+Dex に対してOR 2.35, [1.71-3.26]）。OLZを含むレジメンは、全てのレジ
メンの中で最も有効であった。 
 本研究より、高度催吐性抗癌剤による悪心・嘔吐に対してOLZを含むレジメンが最も
有 効 で あ る こ と が 示 さ れ た。OLZとNEPAを 含 ま な い レ ジ メ ン の 中 で は、
NK1RA+PAL+Dexが有効であった。NK1RAをOLZで代用することで、より費用対効果の
高い治療を患者に提供できる可能性が示唆された。 
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